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	１．利用負担金変更について
	２．年度切り替え及び保守等について（UV2000 の停止期間が延びました）
	３．年度末・年度初めのジョブの取扱いついて
	４．情報基盤センター棟改修工事のお知らせ
	５．期限切れファイルの消去について（再掲）

